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論文内容の要旨
メダカに勝化直後から性分化を過ぎる時期まで性ホルモンの17β-エストラジオール (E2) もしくは
17αーメチルテストステロン (MT)を含む飼料を与え、それぞれ遺伝的雄と雌の生殖巣に起こる性転換過
程の微細形態変化を光学および電子顕微鏡を用いて観察した。観察は勝化後の体長による発生段階に従っ
て行なわれ、正常分化との比較からそれぞれの相違や性転換が何時起こるのかを検討した。
正常な雌雄の生殖細胞形成の中で両者の形態的性差が最初に明らかになるのは減数分裂前期の合糸期か
ら厚糸期に移行した卵母細胞 (OC)と精母細胞 (SC)であり、いずれもシスト内でクローナルに分裂した
卵原細胞または精原細胞の集団に出現するo
E2の雄生殖巣に対する最初の作用は分裂休止期にある精原細胞に分裂を促進し、それらにクローナル
集団シストを形成させることである。つぎに、シスト内の精原細胞がocへ分化転換し、 E2による卵巣分
化が進行した。しかし、同じシスト内の少数はscへも分化した。
他方、 MTの雌生殖巣に対する最初の作用は分裂活性の高い卵原細胞の分裂をしばらく抑制することで
ある。しかし、卵原細胞の多くはMTを投与する勝化以前から分裂を開始しているので、すでにocをへ
て厚糸期の肥大卵母細胞になっていた。分裂を抑制された卵原細胞はその後分裂を再開し、クローナルな
卵原細胞集団シストを形成した。やがてシスト内にscが分化転換し、 MTによる精巣化が進行した。この
場合も同一シスト内に少数のocが分化した。
以上から、いずれの方向への性転換においても、転換は生殖細胞の減数分裂前に起こるシスト内クロー
ナル分裂集団の時期に行なわれ、原則として正常分化が踏襲された。しかし、一部に本来の遺伝的性に従っ
た分化が起こるが、それは一時的で性転換の進展に伴い退化消失した。
論文審査の結果の要旨
メダカの遺伝的雄および雌の匪に、それぞれ雌性ホルモン(エストラディオール:E2)や雄性ホルモン
(メチルテストステロン:MT)を餌と共に経口投与すると、生殖巣が性転換を起こして機能的な雌や雄に
なることはよく知られているo
申請者はメダカに勝化直後から性分化が完了する時期までに佐に性ホルモンを投与し、遺伝的雄と雌の
生殖巣に起こる性転換過程や対照怪の生殖巣の分化過程を、 0.5ミクロンの厚さのエポン切片や超薄切片
をもちいて光学顕微鏡および電子顕微鏡により詳細な観察を行って以下のような結果を得た。
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1 )遺伝的雄の生殖巣はE2の投与により、対照雄の生殖巣で分裂休止期にあった精原細胞に顕著な分
裂を引き起こした。その結果、複数の精原細胞のシストを形成し減数分裂前期へ移行して、遺伝的
雌の生殖巣で起こる卵原細胞から卵母細胞への分化過程と同様の過程を経て卵母細胞へ分化転換し
た。また、シスト内の一部の精原細胞は遺伝的性に従って精母細胞から精子変態期まで分化したが、
卵形成が優勢になるにつれて退行し食細胞により排除された。
2)遺伝的雌の生殖巣はMTの投与により、対照雌の生殖巣で高い分裂活性を示した卵原細胞の活性を
低下させるが、分裂休止期の卵原細胞が漸次、分裂を再開し卵原細胞のシストを形成し、遺伝的雄
の生殖巣で起こる精子形成と同じ経過をたどって、減数分裂前期の精母細胞に分化転換した。すで
に減数分裂前期に達していた卵原細胞は遺伝的性に従って複糸期の卵母細胞に分化するが、卵黄形
成期までに退行した。
以上のように、性転換は雌雄の生殖細胞形成で共通の減数分裂が開始される前に、分裂により形成され
るシスト内の卵原細胞または精原細胞の段階で起きることを明らかにした。
このように、性ホルモンの投与が、従来の光学顕微鏡による観察で影響が確認されていなかった時期の
脹の生殖巣でも、精原細胞の分裂誘導や卵原細胞の分裂抑制を引き起こすことを示すと共に、微細構造レ
ベルで、生殖巣の性転換過程を初めて明らかにした。よって、本研究は性分化の機構の解明に形態学的側面
から寄与したと評価でき、博士(理学)の学位を授与するに値すると審査した。
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